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2025年度事業報告書
ボランティアを、クリエイティブに。
社会的役割のオーダーメイドを通じて、自己実現と社会課題解決を推進する。
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2025年度は、 NPO法人おりがみの中長期ビジョン（ FY26-30）を「ボランティアマネジメントの職業化」と定め、その実現に向けて組織全体の

土台を固めた年度となった。

具体的には、2024年度に構築した各部門を、組織施策マップにより有機的に接続し、事業部（事業ユニット・研究ユニット）・渉外部・広報部・経営

企画部・人事部（コミュニティユニット、システムユニット）・事務局の役割と連携を整理した。

また、財務管理・情報システム・契約管理等の基幹業務を強化し、各事業で蓄積された実践知を、 2026年度以降に団体横断の方法論・事業モデ

ルとして展開するための準備を進めた。

2025年度 全体総括

社会背景

① 若者の参加の流動化
ボランティアの参加形態は、長期所属・継続参加だけでなく、単発・短期・複数拠点型の参加へと変化している。
② 地域・社会側の受入設計不足
地域、福祉、医療、環境などの現場では担い手不足が深刻化する一方、若者が安心して関わり、役割を得られる仕組みが不足
している。
※以上をふまえ、NPO法人おりがみは、参加者と現場をつなぐ「仲介」にとどまらず、現場に入り込み、関係性と役割を設計
する「介入型中間支援」として、ボランティアマネジメントを位置付ける。

主な成果

・中長期ビジョンとして「ボランティアマネジメントの職業化」を設定
・2026年度以降の展開に向けたロードマップを策定
・組織施策マップを作成し、各部門・ユニット・会員コミュニティ・事業の接続関係を整理
・財務管理、情報システム、契約管理、リスク管理などの基幹業務を強化
・各事業の実践を通じて、今後の方法論化・事業化に向けた実践知を蓄積
・2026年度に向け、事業部体制と各事業の位置付けを再整理

収支報告

収入　　　　：28,027,976円
支出　　　　：24,831,417円
経常利益　　： 3,196,559円
※当期純利益： 2,526,540円

全体概要



2026年度以降の戦略目標図｜ボランティアマネジメントの職業化
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FY25の事業一覧（特定非営利活動に係る事業）

定款上の事業区分 事業名 事業内容 実施日時 実施場所 従事者数 受益対象者・人数

１ボランティア活動の啓発・普
及・育成活動

ボランティアマネジメント事業 方法論整理、外部展開検証 通年
千葉県・東京都・
オンライン

会員5名 不特定多数

全国学生ボランティアフォーラム 合宿型プログラムの企画・運営 2026年3月13日〜15日 東京都渋谷区 運営37名
一般参加者100名、見学者15名、
ゲスト13名、合計164名

環境事業 若者による環境活動支援 2025年10月 千葉県千葉市 会員5名 登壇者5団体

２地域活性化プログラムの創
出・継続

習志野市地域わかもの会議“ちい
わか”

中高生と地域住民の協働企画 2025年11月・12月・随時 千葉県習志野市
ボラン
ティア計87
名以上

実籾ふる里祭り94組、けやき
フェスタ1,000名

上野ハレノヒ計画 商店街・地域イベントへの若者参画
2025年5月・8月・11月
・1月・随時

東京都台東区 会員30人 夏祭り参加者3万名、ほか

３ 障がい者の雇用・交流機会
活性化事業

パラ旅応援団 障害のある方と若者の交流型観光
2025年6月・9月・11月・
随時

千葉県成田市・千葉市・大
阪府大阪市

運営109名

障害のある方87名
同伴者56名
学生ボランティア180名
見学者66名
企業ボランティア13名

きぼうのたねプロジェクト 長期入院児と学生・企業ボランティア
のオンライン交流

2025年8月・2026年3月・
随時

千葉県千葉市・
東京都板橋区

会員11名
病棟患者20名、学生10名、企業
社員10名、病院関係者多数

４社会貢献活動に取り組む
人々のコミュニティ運営事業

津田沼事務所におけるコミュニ
ティ運営

活動拠点・人材集積拠点の運営 通年 千葉県習志野市 会員5人 若者50名程度

５その他この法人の目的を達
成するために必要な事業

NPO法人生きテク事務局業務 他団体の事務局・広報・事業推進支援 通年 東京都渋谷区・オンライン 会員7人 不特定多数



FY25の事業一覧（その他の事業）

定款上の事業区分 事業名 　事業内容 実施日時 実施場所 従事者数 受益対象者・人数

１飲食物販売事業 今年度は実施なし - - - - -
２物品、権利、役務及びその他の
　当該消費者契約の目的となる事業

今年度は実施なし - - - - -



Table Of Contents

7

2025年度 全体総括1

ボランティア活動の啓発・普及・育成活動2

地域活性化プログラムの創出・継続3

障がい者の雇用・交流機会活性化事業4

社会貢献活動に取り組む人々のコミュニティ運営事業5

その他この法人の目的を達成するために必要な事業6



ボランティアマネジメント事業構築 /実践PJ

8

位置付け NPO法人おりがみの各プロジェクトを横断し、若者が社会課題に関わる仕組みを再現可能な方法論として整理する中核事業。

事業内容
2025年度は、各事業で培ってきたボランティアマネジメントの知見を整理し、方法論の叩き台づくりを進めた。パラ旅応援団やちいわか等
の実践を通じて、参加者募集、チームビルディング、ボランティア教育、プロジェクト運営のノウハウを検証した。

主な成果

・ボランティアマネジメントの職業化に向け、方法論の叩き台と事業化ロードマップを整理
・ボランティアマネジメント方法論の叩き台を作成
・パラ旅・ちいわかで方法論のPDCAを開始
・他企業と連携した単発イベント等を通じて、外部展開の可能性を検証
・2026年度に向けて「事業構築PJ」と「実践PJ」に分ける方針を整理

課題と展望
抽象的な概念であるため、方法論の体系化と価格設定が課題となった。2026年度は、大学院での研究知見と実践知を活用し、ボランティア
マネジメントを外部に提供可能な事業として整える。



全国学生ボランティアフォーラム

9

位置付け 全国の学生ボランティアが、地域・分野・所属を越えて出会い、自身の活動や将来を見つめ直す合宿型プログラム。

事業内容

第8回全国学生ボランティアフォーラムを、2026年3月13日（金）〜3月15日（日）に国立オリンピック記念青少年総合センターで開催した。
コンセプトは「誰かの言葉が、あなたのきっかけに」。参加者同士が経験や価値観、想いを共有し、次の一歩を踏み出すきっかけを得る場
として実施した。

主な成果

・参加人数：合計164名（一般参加者100名、運営37名、見学者15名、ゲスト13名）
・参加地域：東京都、千葉県、神奈川県、北海道、新潟県、京都府、大阪府、熊本県、鹿児島県など全国各地に加え、マレーシア・ハワイ
からも参加
・アクションマーケット出展団体：10団体
・アンケート結果：アクションマーケットの満足度平均が8.90、まとめプログラム・クロージングが8.80と高評価
・来年度委員への関心：「興味ある」17名、「迷い中」32名と、次年度への関与可能性を確認

課題と展望

委員1年目のメンバーや遠方からオンライン参加するメンバーへの初期フォロー、情報共有、モチベーション管理に課題が残った。また、ア
クションマーケットについては、出展団体への情報提供や募集・調整のタイミングに改善余地があった。次年度は、委員の段階的な関与設
計と、出展団体が参加しやすい情報整理を進める。



環境事業

10

位置付け 若者が「おもしろそう」から環境活動に参加できる入口をつくり、環境団体の担い手づくりに貢献する事業。

事業内容
千葉県内の環境団体やイベントと連携し、若者が環境課題に主体的に関わる機会をつくった。2025年度は、エコメッセちば関連の提案、新
規事業の企画準備、グリーンベースの内製化などを進めた。

主な成果

・学生団体による環境活動を新たに立ち上げ・支援
・半期で売上100万円を達成
・グリーンベースを環境事業部に内製化
・新たな発信・連携先との接点を形成

課題と展望
学生団体への金銭支援だけでは十分な効果が見えにくく、ノウハウ支援への転換が必要となった。2026年度は、若者主導の環境活動を支え
る中間支援機能を強化し、環境・里山・観光・教育を接続する事業として発展させる。
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習志野市地域わかもの会議 ”ちいわか”

12

位置付け 中学生・高校生の「やりたい」を起点に、地域コミュニティと若者をつなぐ、地域×若者協働モデルの実践事業。

事業内容

大学生が中高生と地域のあいだに立ち、中高生の「やりたいこと」を引き出し、町会・自治会や学校と協働できる形に整えた。2025年度
は、実籾ふる里祭りへの参画と、けやきフェスタの企画運営を中心に実施した。ちいわかの目的は、中学生・高校生の「やりたい」を叶え
る仕組みづくりを通じて、地域コミュニティと若者をつなぐ機会を創出することである。

主な成果

▼実籾ふる里祭りに参画
・日程：2025年11月3日（月・祝）13:00〜14:30
・内容：人探し型スタンプラリー、屋台出店、人間輪投げ、マツケンサンバのフラッシュモブ
・参加人数：94組
・ボランティア総数：45名
▼けやきフェスタを企画
・日程：2025年12月6日（土）14:00〜17:00
・内容：腕相撲大会、未成年の主張、ステージ企画、テント企画、後夜祭のスカイランタン
・参加人数：1,000人
・ボランティア総数：42名
▼準備プロセスも大規模に実施
・全体ワークショップ：3回
・実籾ふる里祭り打ち合わせ：47回
・けやきフェスタ打ち合わせ：46回
▼成果指標・評価
・振り返りワークショップ時のアンケート回答数：21名
・平均評価：8.86 / 10（NPS：+57）
・「大学生との交流」「同世代との交流」が満足理由として多く挙がった一方で、途中参加の中高生に対する地域との接点づくりには改善
余地がある

課題と展望

2025年度は、実籾ふる里祭り・けやきフェスタへの中高生参画を通じて、地域と若者をつなぐ実践モデルを具体化できた。一方で、途中参
加者へのフォロー、地域との接点づくり、連絡体制だけでなく交流体験そのものの質を高める必要がある。2026年度は、習志野市との新た
な連携体制の検討に加え、実花町会納涼盆踊り大会など、大学生と地域が協働する新たな運営モデルへ展開する。



上野ハレノヒ計画
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位置付け 都市型地域活性モデルとして、商店街・地域イベント・地域への来訪者・若者参画をつなぐ事業。

事業内容
上野中通り商店街をはじめとする地域関係者と連携し、盆踊りイベント、ゐの市、SNS発信、商品開発、留学生向け企画などを通じて、若
者が地域に関わる機会をつくった。

主な成果

・上野の地域関係者と次年度以降も連携できる体制づくりを進行
・上野から収益を得る事業モデルの構築に着手
・盆踊りイベント、ゐの市、留学生向けツアー、SNS企画等を展開
・事業報告書作成・都への報告会対応を進行

課題と展望
地域との関係が属人的になりやすく、商店街や地域とのつながりが希薄化するリスクがある。2026年度は、学生団体体制と地域側の窓口を
整理し、商品開発やイベント企画を継続的な事業モデルにしていく。
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パラ旅応援団

15

位置付け 障害のある方の孤独・孤立を解消し、若者・企業・福祉・観光地が「支援する／される」を越えて出会う、交流型観光事業。

事業内容

パラ旅は、障害のある方が学生ボランティアと観光やイベント参加を共にし、「出会えてよかった」と思える友だちをつくることを目指す
事業である。2025年度は、成田ゆめ牧場での「パラ旅DAY」6月テストイベント・11月本イベントに加え、大阪・関西万博におけるパナソ
ニックグループパビリオン「ノモの国」ツアーを実施した。

主な成果

▼成田ゆめ牧場6月編・11月編
・6月参加者数：合計142名（障害のある方23名、ボランティア44名、ヘルパー12名等）
・11月参加者数：合計287名（障害のある方39名、学生ボランティア91名、ヘルパー20名、企業ボランティア13名等）
成田ゆめ牧場では、障害のある方に外出・観光機会を提供するとともに、観光事業者側に実践的なモニタリングの場を提供した。6月のテ
ストイベントでは、「また参加したいか」の設問で8点以上が100％となり、11月の本イベントでは9・10点評価が95％となった。ペースト食
対応、乳しぼり・アーチェリー・芝すべり等の体験、出張駄菓子屋、企業社員の移動グループ参加などを通じて、観光地におけるユニバー
サルツーリズムの実践知を蓄積した。

▼大阪・関西万博「ノモの国」ツアー
・参加者数：合計128名（障害のある方25名、ボランティア45名、ヘルパー11名等）
大阪・関西万博では、2025年9月1日（月）〜3日（水）に、パナソニックグループパビリオン「ノモの国」を舞台に特別ツアーを実施した。
参加者アンケートでは総合満足度が10点満点中9.1点、80％以上が外出意欲の向上を感じた。学生ボランティアの総合満足度も9.6点であり、
障害福祉分野への関心を高める機会となった。

※2025年度の主要イベント合計：延べ557名

課題と展望

2025年度は、パラ旅が単なる外出支援ではなく、観光地の受入ノウハウ形成、企業社員の障害理解、学生の実践的学習を含む「インクルー
シブな観光モデル」として展開可能であることを示した。一方で、参加者の集合導線、移動距離、休憩設計、ペースト食対応の恒常化、障
害特性を絞った深いモニタリングには課題が残る。次年度以降は、成田ゆめ牧場で得られた知見を他の観光地へ展開し、企業・学生・福祉
法人・観光事業者が継続的に関われるパラ旅応援ネットワークの構築を進める。



きぼうのたねプロジェクト
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位置付け 長期入院中の子どもたちが、病院にいながら社会と出会う最初の一歩をつくる、医療・福祉領域における社会参加支援事業。

事業内容

小児がん等の難病や重い障害により長期入院している子どもたちに、学生ボランティアや企業社員とのオンライン交流の機会を届けた。病
室から出ることが難しい子どもも参加できるよう、Webexやタブレットを活用し、オリジナルレクリエーションを通じて、子ども同士やボ
ランティアとの交流を促進した。退院後の難病経験児やきょうだい児を対象とした運動会も実施。本事業では、病院と病院、子どもと子ど
も、そして社会をつなぎ、「入院していても社会に参加できる社会」を目指している。

主な成果

・心身障害児総合医療療育センターにて、第1回オンライン交流会を企画・実施
・病棟患者10名、学生10名、企業社員10名、病院関係者多数が参加する交流機会を設計
・病室から出られない重度の患者も無理なく参加できるオンライン交流の形式を検証
・タブレット等を用いたオリジナルレクリエーションを通じて、子ども同士やボランティアとの交流を促進
・8月に千葉市子ども交流館にて退院後の難病経験児やきょうだい児を対象とした運動会を企画・実施。
・認定NPO法人ミルフィーユ小児がんフロンティアーズ
・これまでの関連実績として、長期入院中児童、退院後児童、きょうだい児、学生ボランティア等を含む総参加者186名・実施回数11回の活
動基盤を蓄積

課題と展望

2025年度は、医療機関、学生ボランティア、企業社員が連携し、長期入院児と社会をつなぐオンライン交流の実践モデルを検証した。一方
で、病院ごとの感染対策や医療環境、子どもの体調に応じた柔軟な運営設計、学生・企業ボランティアへの事前研修、継続的に実施できる
年間計画の整備には課題が残った。
2026年度は、年3回程度のオンライン交流会を実施し、計150名程度の参加とリピート希望8割以上を目標に、病院・企業・学生ボランティア
が継続的に関われる事業モデルを構築する。あわせて、千葉県内および東京都内の医療機関との連携を深め、助成金申請や企業連携に耐え
る型とコンテンツを整える。
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津田沼事務所におけるコミュニティ運営事業
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位置付け 千葉拠点として、プロジェクト運営、人材集積、学生・社会人の活動基盤を支える事業。

事業内容
2025年11月、習志野市津田沼に新たな事務所を開設した。事務所・共有スペース・メンバー居住機能を備えた拠点として運用し、若者と地
域をつなぐ活動の基盤を強化した。所在地は、千葉県習志野市津田沼七丁目11番10号。

主な成果

・習志野市内に新たな活動拠点を開設
・事務所・共有スペース・居住機能を一体化
・ちいわか、事業部会議、地域連携、学生メンバーの活動拠点としての活用可能性を確保
・2026年度以降の習志野市内事業展開の基盤を形成

課題と展望

2025年度は拠点開設が中心となったため、今後は、利用ルール、収支管理、会員コミュニティとの接続、地域との連携方針を整理する必要
がある。2026年度は、津田沼事務所を「地域活動の拠点」として本格運用し、習志野市内の新地域展開や、若者の活動継続を支える場とし
て機能させる。
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NPO法人生きテク事務局業務

20

位置付け
他団体の専門的な社会課題解決事業に対して、NPO法人おりがみの事務局運営、広報、若者ネットワーク、ボランティアマネジメントの知
見を活用する外部支援事業。

事業内容

NPO法人生きテクが実施する、自殺未遂者の経験をもとにした「生きる技術」の収集・記事化・発信事業において、インタビュー調整、若
者ネットワークの活用、広報・発信、シンポジウム運営等を支援した。2025年度は、有給スタッフを中心に、記事制作やSNS発信支援、生
成AIを活用した投稿内容生成の仕組みづくり等を進めた。

主な成果

・2025年9月〜2026年3月に、合計21名の自殺未遂者へインタビューを実施し、記事化を支援
・3月24日にシンポジウムの開催を支援
・シンポジウム参加者数：27名
・SNS投稿支援および生成AIを活用した投稿内容生成の仕組みづくりを実施
・若者ネットワークや広報運営に関するおりがみの知見を、外部団体支援に活用

課題と展望

2025年度は、専門性と継続的な実務対応が必要な業務が多く、有給スタッフを中心に事業を実施した。その結果、一定の品質を担保しなが
ら事業を推進できた一方で、NPO法人おりがみとしては、ボランティアが関われる役割を十分に設計しきれなかった。今後は、記事制作、
広報、イベント運営、SNS発信、リサーチ補助などに、若者や社会人ボランティアが段階的に関われる仕組みを整える。テーマの特性に配
慮しながら、研修・伴走・役割設計を行い、外部団体の専門的な事業においてもボランティアを募集・育成・運営できるモデルづくりを進
める。


